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トピックス①

 
MascotCapsule

 
eruptionが立体視に対応

上記の画像は、立体視のイメージを表現するために制作したものであり、実際とは異なります。

焦点位置などが設定できるAPIを備え、立体視の見え方を調整可能

MascotCapsule V3、eruption用の3Dモデルデータを流用可能

従来の3Dコンテンツ制作と同じ要領で、立体視コンテンツの制作が可能

立体視拡張機能により、多彩な演出・効果と魅力的な立体視向けコンテンツ開発が可能立体視拡張機能により、多彩な演出・効果と魅力的な立体視向けコンテンツ開発が可能

奥行き・飛出し感など奥行き・飛出し感など

今まで難しかった今まで難しかった

演出・効果も演出・効果も

表現することが可能表現することが可能

裸眼で立体視の裸眼で立体視の

体感が可能体感が可能

（専用ﾒｶﾞﾈ等必要なし）

拡張機能により、拡張機能により、

通常の通常の3D3Dﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀ

から自動的にから自動的に

立体視用画像を描画立体視用画像を描画

携帯端末に加え、携帯端末に加え、

多様な立体視対応多様な立体視対応

機器への展開も可能機器への展開も可能

今後、大きな需要が見込まれる立体視分野に向けて、3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ関連技術を応用し、提供を開始。
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立 体 視 の た め に 必 要 な

左 目 用 、 右 目 用 画 像 を

自動的にリアルタイム描画
1つのモデルデータから

右目、左目用画像を

自動描画

MascotCapsule eruption
立体視用

 

拡張機能

単一3Dグラフィックスモデルデータ

自動で各目用の画像が描画

されるため、効率よく立体視

向けのコンテンツ開発が可能

人はモノを見る時、左右の目で方向の違い（視差）
があり、その視差により奥行き（立体）を感じます。

左目、右目それぞれに視差を考慮した専用画像を
見せる状態を人為的に作り出すことで、人は平面
のスクリーンに映る画像を立体として認識すること
ができるようになります。

左 右左 左左 右 右 右 立体視用の特殊な専用液晶
（一例）

＝

立体視対応の拡張機能を提供することで、立体視対応の拡張機能を提供することで、

携帯端末を含む各種機器のコンテンツが、携帯端末を含む各種機器のコンテンツが、

より楽しく、魅力的なものにより楽しく、魅力的なものに

トピックス①

 
MascotCapsule

 
eruptionが立体視に対応

3Dｺﾝﾃﾝﾂ制作で利用されるMascotCapsule eruption

 
のﾃﾞｰﾀから、そのまま立体視用ｺﾝﾃﾝﾂ制作が可能。
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トピックス②

 
韓国ネオエムテル社とUI開発ソリューション「HIVE」を共同開発

2D画像の3D描画
イメージ

3Dモデルの
アニメーション

3Dエフェクトイメージ

描画ｴﾝｼﾞﾝの世界標準MascotCapsuleを持つ当社の3D技術

 

＋ 2Dﾍﾞｸﾀｰｸﾞﾗﾌｨｯｸｽに特化した韓国ネオエムテル社の2D技術

UI開発においてニーズの高い2Dベクターグラフィックスと3Dグラフィックスの融合を実現

HIVEHIVE((ハイヴハイヴ))

HIHI開発開発

2DベクターグラフィックスとActionScriptについてはネオエムテル社が、

3Dグラフィックスは当社が開発し、今後も各専門分野におけるサポート

今後、本ソリューションのグローバル展開と販売先・売上の拡大に向けて、

マーケティング活動においてもネオエムテル社と協力

2Dグラフィックスのみでは限界があった表現の幅を広げ、3Dグラフィックス

を組み合わせたリッチで表現力豊かなUIを、容易に実現することが可能

OpenGL® ES対応の3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽｱｸｾﾗﾚｰﾀと連携し、2D/3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ

の高速描画ができる他、市販3D制作ﾂｰﾙで作成したﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀ利用も可能

2Dﾍﾞｸﾀｰｸﾞﾗﾌｨｯｸｽと3Dｸﾞﾗﾌｨｯｸｽをサポートした組込み機器向けUI開発ソリューションを共同開発
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トピックス③

 
サーピスプラットフォームの提供

 
（MascotCapsuleファイルフォーマットの提供）

「モバゲータウン」のモーションアバターの基盤技術として、MascotCapsuleファイルフォーマットを無償提供。

©DeNA
モバゲータウンのモーションアバター

モバゲーアプリ開発企業
スムーズかつ効率的に、モバゲータウンに対応した3Dアバターを制作

エイチアイ DeNA

ツールの提供

3D描画エンジンの業界標準として

国内外の携帯電話に採用され、

3Dアバター制作等で多くの利用実績

を有する3Dグラフィックスフォーマット。

一般的な3Dモデルデータを

モバゲータウンの「モーション

 
アバター」データへと容易に

変 換 す る こ と が 可 能

MascotCapsuleファイルフォーマット
400種類以上の高品質ゲーム、
ケ ー タ イ 小 説 、 有 名 人 ブ ロ グ
などのエンターテインメントから、
コ ミ ュ ニ テ ィ 機 能 や 便 利 ツ ー ル
ま で 無 料 で 楽 し め る
ソーシャルメディアプラットフォーム

「 モバゲータウン 」

モバゲーＡＰＩ公開

当社の3Dアバターフォーマット

オープンソーシャルに準拠し、

 
パートナーデベロッパーが、

 
効率的にゲームを制作すること

が可能

モバゲーオープンプラットフォーム

1,900万人のモバゲーユーザーへ

＝
＝
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市場の変化に対する

当社の対応

（今後の方向性）
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新事業の推進

による高成長

携帯電話市場
携帯端末市場

の頭打ち
次世代携帯端末の
登場による再成長

当 社

市場の変化を予想

中期戦略を開始

業績の底入れ

中期戦略の効果

海外3Ｇ市場の拡大

新事業の収益拡大

業績の本格回復

景気悪化による
個人消費の低迷

スマートフォンの台頭

携帯電話市場を

上回る成長

急速な
景気悪化

次世代携帯端末

の効果が加わり、

成長をさらに加速

現在までと、これからの当社の方向性

携帯電話市場の低迷が続く中、いち早く業績の底入れを完了。今後は再度の成長路線へ向けて事業を推進。

●

 

家電向け等の搭載デバイス拡大

●

 

サービスプラットフォームでの収益拡大

●

 

デザインパワーによる収益拡大

●

 

サービス提供による多様な収益

新事業効果により、いち早く業績の底入れをし、再び高成長企業へ

アプリケーション事業の収益拡大
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市場の変化に対する当社の対応

 
家電向け等への搭載デバイスの拡大

新製品開発に豊富な資金を投下し、かつ世界トップシェアの多くを有する韓国家電メーカーへの取組みを強化。

高機能

 

3D描画エンジン

MascotCapsule V３
V４
eruption
nano
Renderion

MascotCapsule UI Framework

HIVE

シリーズ

UI開発ソリューション

MascotCapsuleの普及促進を行うとともに、採用後は多くの出荷台数が見込める韓国メーカーに注力。

試作品開発 製品版開発

国 内 家 電 メ ー カ ー 等

3DUIへの需要は高いが、
製品サイクルの関係で、
本採用まで時間がかかる
傾向がある

試作品開発 製品版開発
カーオーディオ、カラオケ
へのライセンス提供を開始

韓国家電メーカー等
3 D U I へ の 需 要 は 高 く 、
新製品開発に対して資金
を 豊 富 に 投 下

注力・強化

継続・拡大

取組み継続

韓国現法であるHI KOREA & CO.
及び

UIソリューション「HIVE」を共同開発した
NEOMTEL社と共同でマーケティング

薄型TV DVDプレーヤ 電子レンジ

1位 SAMSUNG

 

EL. LG

 

EL. GARANZ

2位 LG

 

EL. 船井電機 LG

 

EL.

3位 ソニー BBK SAMSUNG

 

EL.

4位 パナソニック SAMSUNG

 

EL. DAEWOO

 

EL.

出所：富士キメラ総研

韓国家電メーカーの生産台数 世界シェア順位例
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市場の変化に対する当社の対応

 
スマートフォンの台頭に対する戦略

有力サービス
事業者

アプリ開発
企業

アプリ開発
企業アプリ開発

企業

有力サービス
事業者

アプリ開発
企業

当 社 の 3 D ア バ タ ー シ ス テ ム
有力サービス事業者とそのアプリ開発企業に
アバターフォーマットとして提供し、業界標準へ

携帯電話メーカー／ユーザー スマートフォンメーカー／ユーザー

サービス利用にMascotCapsuleが必要

サービス事業者側を押えることにより、両メーカー・ユーザーを囲い込み

有力事業者のサービスを利用

SNS ゲーム等
将来的には、自分の

アバターが、ゲームの

主人公として登場

自分の分身として

ファッションアイテム

などを購入

ｻｰﾋﾞｽ事業者側のﾌｫｰﾏｯﾄを押さえ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ台頭に対応。業界標準化と、様々な形での収益化を目指す。
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市場の変化に対する当社の対応

 
アプリケーション事業の収益拡大

市場が求めるサービスを探るための先行投資を前期で終了。当期からは選択と集中により、利益拡大を図る。

再度、時代に即した

事業を構築するため

先行投資

2つの基準を元に

事業の選択と集中し、

不採算事業を終了

サービス提供事業者及び

 
エ ン ド ユ ー ザ ー の
双 方 を 探 る た め に 、
多様な事業に先行投資

時間軸

利益額
・

事業数

2010/4～

サービス提供事業者

 
及びエンドユーザー

からの利益が急拡大

先行投資により、

利益は低水準

選択と集中の2基準

 
：

 
『安定的かつ高利益率事業』

 
『損益分岐点超えの後、利益が飛躍的に拡大する事業』

選 択 と 集 中 に よ る

アプリケーション事業

 
の 黒 字 化

事業数

利益額

サービス普及の一巡

に よ り 利 益 拡 大 の

スピードが低下

次の成長へ

多角化した事業を

再度整理
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市場の変化に対する当社の対応

 
技術の対価をデバイスとサービスの両輪から獲得

技術対価の獲得方法として、デバイスからの収益モデルに加え、今後はサービスを通じての収益モデルを拡大。

エ

 
ン

 
ド

 
ユ

 
ー

 
ザ

 
ー

技術の対価をサービスを通じて獲得（B - B

 
- Cモデル）

MascotCapsule V３
V４
eruption
nano
Renderion

MascotCapsule UI Framework
3DView package 
Tangiblet

HIVE
ミドルウェア事業

自社サービスを通じ、ユーザーが求めるサービスを理解

３ Ｄ 技 術

グラッフィックス関連技術の拡充

3DによるUI開発力の強化

・デザインパワー

・サービスプラットフォーム

受託開発

3ＤアバターASP

サービス（＋３Ｄ技術）

アプリケーション事業

携帯端末メーカー

携帯電話事業者

家電等のメーカー

SNSやブログ、

 CP等のサービス

提 供 事 業 者
サービス実現・高度化のために

求められる技術の提供

ライセンス提供/受託開発/UIソリューション提供

自社製品

・サービス

・ i マチウケ3Dきゃらり★ ・

 

HIGP

デ バ イ ス 等 へ の 技 術 提 供 か ら 収 益 を 獲 得

サービス事業者が

こ れ か ら 求 め る

技 術 を 開 発 す る

ため、ユーザー嗜好

を フ ィ ー ド バ ッ ク
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単位：百万円 10/3期

 

1Q 11/3期

 

1Q 前年同期比 概 要

売上高 663 323 △340
ミドルウェア事業・アプリケーション事業ともに、前年同期

の特殊要因・大型案件による増収要因がなくなり、前年

同期比で減収。

売上総利益 235 45 △190
売上高の減少により、開発人員の人件費等の固定原価

を吸収できず、前年同期比で減少。

販管費 201 190 △11
研究開発のテーマの絞り込みにより、研究開発費が前年
同期比△18百万円となった他、各種費用のコントロール
に努め、前年同期比で減少。

営業利益 33 △145 △179 減収に伴う売上総利益の減少で、前年同期比で減少。

経常利益 29 △151 △180 営業利益の減少に加え、為替差損6百万円が発生。

四半期純利益 11 △152 △164 特別利益、特別損失ともに大きなものはなし。

２０１１年３月期

 
第１四半期

 
連結損益計算書の状況

前期の期間収益押し上げ要因がなくなり減収減益となったが、ﾐﾄﾞﾙ・ｱﾌﾟﾘ事業ともに計画通りに事業は進捗。
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単位：百万円
10/3期1Q 11/3期1Q 前年同期比

国内

 

ライセンス/サポート 232 136 △96

海外

 

ライセンス/サポート 147 79 △67

ミドルウェア受託

 

他 74 41 △33

ミドルウェア事業

 

売上高 454 257 △197

ミドルウェア事業

 

営業利益 189 34 △155

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発

 

他

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

売上高は「消去又は全社」調整後の数値

ミドルウェア事業の状況

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益

 
（連結）

家電等からの収益計上が本格化したもの

 
の、携帯電話の出荷台数減が大きく影響。
加えて、前年同期にスポット的に計上した
3Ｄエフェクトライブラリの大型案件の売上
という特殊要因がなくなり、期間比較では
前年同期比で減少。

引き続き外注費の見直し、販管費の削減等に努めたものの、高利益率のライセンス収入の減少により、前年同期比で減少。

前期末で、家電関連のＵＩ受託開発の大型
案件が一旦終了したことにより、前年同期比
で減少。
（製品化により、今後はライセンス収入へ）

海外ライセンス収入

MascotCapsuleの出荷台数の減少に加え、
円高の影響で円換算時の売上高が減少し、
前年同期比で減少。

家電等からのﾗｲｾﾝｽ収入計上は本格化。一方、ｽﾎﾟｯﾄ的な売上の減少等の要因により、全体では減収減益。
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単位：百万円
10/3期1Q 11/3期1Q 前年同期比

受託開発/運用収入 173 34 △138

ロイヤリティ収入

 

他 35 31 △3

アプリケーション事業

 

売上高 208 66 △142

アプリケーション事業

 

営業利益 △52 △49 ＋2

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入

アプリケーション事業の状況

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益

 
（連結）

前年同期は、au向け大型案件の売上計上という特殊要因が存在
したため、期間比較では当四半期の受託開発収入は減少。
また、携帯電話向けゲームの受託開発についても減少。
サービスプラットフォーム（SP）受託やサービス開発については、
ほぼ計画通り。

「i マチウケ3Dきゃらり★」などの「アバター関連」サービス収益が増加
したものの、携帯電話向けゲームからのロイヤリティ収入が減少。

売上高は「消去又は全社」調整後の数値

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業

 

営 業 利 益

売上高は前年同期比で減少したものの、売上原価・販管費の削減により、営業損失は前年同期比で縮小。

ｱﾊﾞﾀｰ関連等のｻｰﾋﾞｽ収益は増加。前年同期比減収は、前期は大型開発案件での売上計上があったため。
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ﾐﾄﾞﾙ事業：家電等からのﾗｲｾﾝｽ収入が本格化。ｱﾌﾟﾘ事業：開発売上は減少したが、ｱﾊﾞﾀｰ関連は増加。

0

200

400

600

単位：百万円

「消去又は全社」調整後の数値
09/3期1Q 10/3期1Q 11/3期1Q

ライセンス/サポート 9 1 12

ＵＩ受託開発

 

他 4 66 32

ミドル事業

 

（家電関連） 12 67 44

SP受託、アバター関連

 

等 0 143 26

自社パブリッシング

 

他 ー 5 11

アプリ事業（ｻｰﾋﾞｽ関連） 0 148 37

新 領 域 売 上 高

 

合 計 13 216 82

☆

 

新事業の売上構成比の推移

新領域の状況：売上高と売上構成比の推移

25.6%

新領域
3.1%新領域

携帯電話関連携帯電話関連

11/3期1Q09/3期1Q

32.6%

新領域

10/3期1Q

☆

 

新領域と携帯電話関連の売上高推移

11/3期

 

1Q09/3期

 

1Q 10/3期

 

1Q

新領域 携帯電話関連

百万円

携帯電話関連

携帯電話市場の低迷の影響で売上減

新領域
既存事業の
減収をカバー

携帯電話関連携帯電話関連 携帯電話関連携帯電話関連
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単位：百万円 10/3末 10/6末 増 減

負 債 162 117 △44

流動負債 161 116 △45

買掛金 68 50 △18

1年内償還予定社債 10 － △10

その他 83 66 △16

固定負債 0 0 0

純 資 産 1,903 1,784 △118

株主資本 1,926 1,804 △121

評価換算差額等 △ 23 △ 20 2

負 債 純 資 産 合 計 2,065 1,901 △163

単位：百万円 10/3末 10/6末 増 減

流 動 資 産 1,499 1,324 △174

現預金 902 980 78

売掛金 507 244 △262

たな卸資産 44 58 13

その他 44 40 △4

固 定 資 産 565 576 10

有形固定資産 35 41 5

無形固定資産 304 312 7

投資その他の資産 225 223 △2

資 産 合 計 2,065 1,901 △163

連 結 貸 借 対 照 表 の 状 況

将来の成長に向けた会社の基盤となる財務体質について、健全性を維持するための施策を実施。

固定資産の状況 純資産の状況

流動資産の状況 負債の状況

自 己 資 本 比 率：93.8%

1株当たり純資産：61,513円61銭

大きな変動はなし

有利子負債残高は0に前期末の売掛金の回収により、現預金が増加
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2011年3月期

業績予想



20©2010 HI CORPORATION. All Rights Reserved

2011年3月期

 
連結業績予想

 
～

 
新たな成長ステージへ

 
～

単位：百万円
09/3期

 

連結

実 績

10/3期

 

連結

実 績

11/3期

 

連結

計 画 10/3期比

連結売上高 1,917 2,258 2,263 + 4

連結営業利益 △

 

100 67 70 + 2

連結経常利益 △

 

103 52 70 + 17

連結当期純利益 △

 

275 △

 

54 63 + 117

2011年3月期業績予想

 
：

 
基盤整備を行った2009年3月期を業績のボトム期とし、引き続き増益を見込む。

●

 
携帯電話端末の出荷台数は減少するものの、新領域での売上増により、前期比増収を見込む。

●

 
開発人員、営業人員増による営業費用の増加要因はあるものの、費用コントロールの精度向上

により、営業利益は引き続き黒字を見込む。

●

 
為替差損の解消により、経常利益は前期比増を見込む。

●

 
特別損失の解消により、当期純利益は３期ぶりの黒字転換を見込む。
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2011年3月期

 
連結業績予想のポイント

2011年3月期の市場環境・状況の見通しと、それに基づく通期業績予想、およびそのポイント。

アプリケーション

 事業

● 新事業効果で、売上高は大幅増

● 3DアバターASPの提供を開始

● 「au Smart Sports Fitness」を開始

● 新領域の売上増により、売上高は引き続き増加

● 新領域の売上増により、セグメント営業利益は黒字転換

● アバターＡＳＰの新規提供先を、今後も拡大

● サービス側での収益額も増加

2010年3月期 2011年3月期の見込み

市場環境

● 国内：個人消費の低迷。携帯電話の出荷

台数は前年同期比で大幅減少

● 海外：携帯の電話出荷台数は、やや回復

基調。ただし、円高が急速に進行。

● 国内：個人消費が引き続き低迷し、携帯電話の出荷台数は減少

● 海外：回復基調が継続。特に、国内と比較すると普及の遅れて
いた3G携帯電話の出荷台数が増加。

⇒

 

当社のビジネスチャンスが拡大

全社業績

● 新事業の効果により、前期比で大幅増収

● 費用コントロールにより営業黒字化

● 将来事業への先行開発は継続

● ミドル・アプリ事業ともに、引き続き新領域の売上高が増加

●

 

国内携帯端末落ち込みにより、全社売上高は前期比横ばい

● 費用コントロール継続により、営業・経常利益は黒字を継続

● 特別損失の解消により、当期純利益は黒字化

ミドルウェア

事業

● 家電向けUI受託開発の売上が増加

● ｶｰｵｰﾃﾞｨｵ、ｶﾗｵｹ向けﾗｲｾﾝｽ提供開始

● ライセンス収入は予定通り進捗

● MascotCapsule Tangibletを発表

● 家電向けライセンスの売上計上が本格化

● 家電向けＵＩ受託開発は、試作品開発が一旦終了するため減少

● 国内の携帯電話向けライセンス収入は、市場の影響を受け減少

● 海外の携帯電話向けライセンス収入は、堅調に推移
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単位：百万円
09/3期

 

連結 10/3期

 

連結 11/3期

 

連結

実 績 実 績 計 画 10/3期比

ミドルウェア事業 1,528 1,538 1,384 △

 

154
アプリケーション事業 416 761 879 ＋

 

118
消去又は全社 △ 27 △ 41 － ＋ 41

売上高 1,917 2,258 2,263 ＋ 5

ミドルウェア事業 1,037 940 950 ＋ 10
アプリケーション事業 621 831 782 △ 49
消去又は全社 358 418 460 ＋ 41

営業費用

 

（売上原価

 

＋

 

販管費） 2,017 2,190 2,193 ＋ 3

ミドルウェア事業 491 598 433 △

 

165
アプリケーション事業 △

 

205 △ 69 96 ＋

 

166
消去又は全社 △

 

385 △

 

460 △

 

460 －

営 業 利 益 △

 

100 67 70 ＋ 1

事業セグメント別の計画

 
：

 
売上高・営業費用（売上原価＋販管費）・営業利益

ミドル事業は減収となるもの、アプリ事業の増収によりカバー。また、アプリ事業は黒字に転換。

売 上 高 営 業 利 益営 業 費 用

ミ ド ル 事 業 は 減 益 と な る も の の 、

ア プ リ 事 業 の 黒 字 化 に よ り 、

連 結 営 業 利 益 は 増 加 を 見 込 む 。

ミドル事業は、新領域でのライセンス

収入が増加するものの、携帯電話関連

の 落 込 み が 大 き く 減 収 の 見 込 み 。

アプリ事業は引き続き増収を見込む。

ミドル事業では、新領域強化に向けた

 
開発人員・営業人員の強化により微増。

アプリ事業は、不採算事業の終了等で

 売上原価が減少し、前期比で減少。

研究開発費などの販管費コントロール

は、引き続き実施。
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

10/3期
vs.

11/3期

国内

 

ライセンス/サポート 765 749 655 △ 94

海外

 

ライセンス/サポート 434 441 469 ＋ 28

ミドルウェア受託

 

他 317 316 258 △ 59

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ事業

 

売上高 1,517 1,508 1,384 △

 

124

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ事業

 

営業利益 491 598 433 △

 

165

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発

 

他海外ライセンス収入

●

 

2011年3月期（計画）

携帯電話向けは、引き続き減少。

家電等のUI受託開発では、前期の

試作品の受託から、当期はﾗｲｾﾝｽ

収入へ移行するため微減を見込む。

●

 

2011年3月期（計画）

家電等からのライセンス収入の増加を

見込むものの、携帯電話の予想出荷

台数が引き続き減少することなどから、

前期比減収を見込む。

●

 

2011年3月期（計画）

MascotCapsuleの出荷台数は、引き

続き堅調に推移し、増収を見込む。

想定為替レート：90円/＄

※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

ミドルウェア事業の計画

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益の予想

家電等からのライセンス収入が増加する一方、携帯電話向け売上の減少などにより、減収・減益を見込む。

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

売上高の減少、新事業の強化に向けた開発人員・営業人員の増強に伴う営業費用の増加により、前期比で減益を見込む。
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ミドルウェア事業の計画

 
：

 
新領域（家電関連）

単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

09/3期
vs.

10/3期

従来型事業（携帯電話関連） 1,381 1,240 1,085 △

 

156

ライセンス/サポート 26 13 86 ＋ 72

ＵＩ受託開発

 

他 109 254 211 △ 43

新 領 域 （家電関連） 136 268 298 ＋ 29

新事業（家電関連）の売上推移

百万円

ライセンス/サポート

10/3期09/3期

受託開発

136

298

400

100

200

300

●新事業の中期戦略フローと、収益拡大イメージ

ＵＩ受託開発

ライセンス

10/3期

 

下期 11/3期10/3期

 

上期09/3期

『ＵＩ受託開発

 
⇒ ライセンス提供』の移行期のため、受託開発は減少するが、高収益のライセンス収入は拡大。

デモ製作 ⇒ 受注活動 ⇒ ＵＩ受託開発（製品版） ⇒

 

継続的ライセンス収入

ＵＩ受託開発の
受注を推進

製品版の
売上計上を開始

製品版の売上本格化

ライセンス売上開始

11/3期
予想

268

※各売上高は、「消去又は全社」調整後の数値
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

09/3期

連結

受託開発/運用収入 244 623 644 ＋ 20

ロイヤリティ収入

 

他 156 126 235 ＋

 

108

アプリケーション事業

 

売上高 400 750 879 ＋

 

129

アプリケーション事業

 

営業利益 △

 

205 △

 

69 96 ＋

 

165
※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値

アプリケーション事業の計画

 
：

 
売上構成とセグメント営業利益の予想

受託開発収入、ﾛｲﾔﾘﾃｨ収入がともに増加し、売上高は前期に引き続いて増加。営業利益も黒字に転換。

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

 

営 業 利 益

売上高が大きく増加することに加えて、先行開発費用の低下や、前期に一部不採算事業の終了したことなどにより、黒字転換

 
を見込む。

●

 

2011年3月期（計画）

サービスプラットフォーム（SP）受託や、サービス開発など、
新領域（サービス関連）からの売上高が大きく増加。

携帯電話向けゲーム開発売上の減少分を完全にカバーし、

前期比で増収を見込む。

●

 

2011年3月期（計画）

「i マチウケ3Dきゃらり★」などのアバター関連の売上貢献

により、売上高は前期比で大幅増加を見込む。

携帯電話向けゲーム関連は減少の見込み。
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

09/3期

連結

従来型事業（携帯向けｹﾞｰﾑ関連） 283 280 222 △ 59

SP受託、アバター関連 等 61 456 635 ＋ 178

自社パブリッシング

 

他 55 13 22 ＋ 9

新領域（ｻｰﾋﾞｽ関連） 116 469 657 ＋ 187

アプリケーション事業の営業利益

 

推移
（新事業売上の拡大効果）

アプリケーション事業の計画

 
：

 
新領域（サービス関連）

50

△150

△100

△50

0

SP受託などの売上高が引き続き増加。新事業の増収効果で、アプリケーション事業の通期黒字化を見込む。

●新領域での中期戦略フローと、収益拡大イメージ

開発（先行投資）

 

⇒

 

サービス開始

 

⇒

 

先行投資回収開始

 

⇒

 

高利益率事業化

売上増により
先行投資を回収

0

サービス開発等

運営コスト等

ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾋﾞｽ
開発の先行投資

売上計上開始
先行投資を継続

10/3期

 

下期 11/3期10/3期

 

上期09/3期

営業損失

営業利益

売上高

百万円

09/3期 11/3期
予想

10/3期

90

上期 通期上期 下期 下期

△172

△32

△104

34

2Q累計期間の
業績予想を公表
していないため、
通期の営業利益
予想のみを表示
しております。

※各売上高は、「消去又は全社」調整後の数値
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単位：百万円
09/3期

連結

10/3期

連結

11/3期

連結（予想）

09/3期

連結

従来型事業

 

売上合計 1,665 1,520 1,307 △

 

213

ミドルウェア事業 136 268 298 ＋ 29

アプリケーション事業 116 469 657 ＋ 187

新

 

事

 

業

 

売上合計 253 737 955 ＋ 217

百万円
新事業（アプリケーション事業）

新事業（ミドルウェア事業）

09/3期 11/3期
予想

10/3期

新 事 業 の 売 上 推 移

新領域での収益拡大による全社収益の押し上げ

ミドルウェア・アプリケーション事業ともに新領域での収益が拡大。携帯電話関連の減少額を完全にカバー。

737

1,000

200

400

600

800

●

 
両事業ともに、新領域での売上高が前期比で増加。

●

 
新領域での売上増が、既存事業の減少分を完全にカバー。

●

 
新領域からの売上高が、2011年3月期は全社売上高の40%超へ。

●

 
2011年3月期以降は、安定的に高収益が見込める事業、または、

今後、飛躍的に利益を増加させる事業へ経営資源を集中。
安定的・継続的かつ高い利益成長が見込める収益構造へ

大きく転換。

携帯電話関連

 の売上減少分
を完全にカバー

253

955
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多様な収益の柱を確立し、継続的成長が可能な事業構造へ

新領域での売上構成が年々拡大。また、アプリ事業が成長し、複数の収益の柱を持つ安定した成長企業へ。

21% 12%

ア プ リ
新事業

ミ ド ル
新事業

6% 7%

ア プ リ
既 存

アプリ新事業

ア プ リ
既 存

ミドル新事業

ミ ド ル
既 存ミ ド ル

既 存

新領域での売上構成比

33%
新領域での売上構成比

13%

2010年3月期2009年3月期

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

67%

：

 

33%

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

79%

：

 

21%

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比

29% 13%

ア プ リ
新事業

ミ ド ル
新事業

ア プ リ
既 存

ミ ド ル
既 存

新領域での売上構成比

42%

2011年3月期（予）

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業

アプリケーション事業

：

 

61%

：

 

39%

ミドルウェア事業とアプリケーション事業

の売上構成比
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【IR窓口】

 

管理部

Tel：03-3710-2985

Email：ir@hicorp.co.jp
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